
Ⅳ 令和５ 年度 富山市民大学に関するアンケート 結果報告書 

１  調査の趣旨 

  令和５ 年度の市民大学受講者の実態及び意識を把握し 、 今後の市民大学運営に資する。 

２  実施スケジュ ール 

・ 実施期間      ９ 月～11 月（ ７ 月までのコ ースでは、 ７ 月に実施）       
・ 調査結果入力     10 月～12 月     

・ 調査結果集計・ 考察  １ 月～ ２ 月 

３  調査方法 

・ コ ースが７ ～８ 割ほど終了し た時点でアンケート 実施。  

・ 講義前にアンケート 用紙を配布し て協力を依頼し 、 休憩時や退室時に回収。  

・ アンケート 用紙は両面と し 、表面に受講コ ースに関する設問を 、裏面に市民大学全般に関

する設問を 記載。 複数コ ースの受講者は、 表面は受講し ているコ ース毎に、裏面は１ 回の

みの記入。  

・ 昨年から の主な変更点と し て、 大学祭・ デジタ ル環境活用に関する設問を 追加し た。  

４  回答者 

【 表面】 1, 109 名/1, 685 名（ 延人数）  回答率 65. 8％ （ 昨年 66. 1％）  

【 裏面】  914 名/1, 165 名（ 実人数）  回答率 78. 5％ （ 昨年 74. 7％）  

 

５  令和５ 年度 富山市民大学受講者の属性 
（ １ ） 年代 

・ 受講者のう ち、 60 歳以上が 95. 0％（ 昨

年 94. 7％） を 占め、平均年齢は 72. 9 歳

（ 昨年 72. 6 歳） である。  

・ 特に 80 歳以上の割合が、昨年と 同じ く

21. 2％を 占める。  

・ 平均年齢は、５ 年前（ 2018 年） 70. 7 歳、 

10 年前（ 2013 年） 68. 7 歳であり 、 徐々

に高く なっ ている。  

 

＜考察＞ 

「 高年齢者雇用安定法」（ 2021 年 4 月施行） により 、 65 歳から 70 歳までの労働者の就業機会 

確保、 70 歳までの定年引上げ等の措置を講ずる努力義務が新設さ れた。 こ れにより 、 今後ま 

すます市民大学の受講者の年齢層は上がり 、 高齢化すると 予想さ れる。  

（ ２ ） 居住地 

・ 受講者の 87. 9%が「 旧富山市内」 の居住で、 次に多いのが「 婦中地域」 5. 5％である。 市外

（ 勤務地が富山市内） の受講者が、 7 名で 0. 6％と なっ ている。 こ の割合は、 例年と ほぼ変

わら ない。  
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６  アンケート 結果と 考察 回答数( 表面) 1, 109 人        

参考：（  ） は昨年度の数値 

（ １ ）  受講経験等について【 設問１ ～３ 】  

  「 １ ． 市民大学の通算受講年数」 について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 昨年度と 同様、 受講者の約 20％が新規受講者である。  

・「 初めて」・「 ２ ～３ 年」 を 合わせて 44. 1％( 41. 4％) を 占めている。  

・ 一方、 ６ 年以上の受講者が 36. 4％（ 38. 1％） を占めており 、 中でも 「 11 年以上の受講者」 は

14. 5％（ 15. 9％） を占める。 こ のう ち 11 年～15 年が 10 名、 16 年～20 年が８ 名、 21 年～25

年が１ 名、 26 年以上は７ 名、 最長で 40 年と いう 受講者がいる。      

＜考察＞ 
・ ３ 年以内の受講者が約 45％いるこ と から 、 一定程度の新規受講者が獲得できている。  
・ ６ 年以上の受講者も 約 40％いるこ と から 、 市民大学への満足度が高い。  
・ 中でも 11 年以上の受講者が約 15％も おり 、 市民大学が生活の一部と なっ ている。  

 

「 ２ ． コ ースの通算受講年数」 について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ こ のコ ースを 初めて受講し た人は、 51. 2％（ 48. 6％） で、 半数を占めている。  

・「 初めて」・「 ２ ～３ 年」 を 合わせて 75. 3％( 74. 2％) を 占めている。  

・ 同じ コ ースを ６ 年以上受講し ている割合は 10. 1％（ 12. 4％） と 減少し た。  

＜考察＞  
市民大学自体の通算受講年数３ 年以内の受講者 44. 1％に対し 、 コ ースの通算受講年数３ 年以内は 

75. 3％であり 、 30％以上の受講者が、 コ ースを変えて市民大学を継続受講し ている。 実際に市民大 
学を受講し たこ と で、 コ ース内容に満足さ れると と も に、 さ ら に新し いこ と への好奇心や学習意欲 
が高まっ た。  

 

 

20.3%

23.8%

17.4%

21.9%

14.5%

2.0%

ア:初めて

イ :2～3年

ウ:4～5年

エ:6～10年

オ:11年以上

無回答

51.2%

24.1%

11.9%

7.2%

2.9%
2.7%

ア:初めて

イ :2～3年

ウ:4～5年

エ:6～10年

オ:11年以上

無回答

 

ア: 初めて 

イ : 2～3 年 

ウ: 4～5 年 

エ: 6～10 年 

オ: 11 年以上 

無回答 

R４  R５  

R４  R５  
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 「 ３ ． 受講コ ース数」 について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ２ コ ースを 受講し ている受講者が 34. 3％と 、 昨年( 34. 9％) と 同等である。  

一方、 ３ コ ース以上を受講し ている受講者が 15. 7 %で、 昨年( 5. 2%) より 9. 8%増加し た。  

最高は４ コ ースである。  
   

＜考察＞ 
複数コ ースの受講を差し 控えていた受講者が、 積極的に受講さ れたも のと 推察する。  

 

 

 

（ ２ ） 受講コ ースの評価（ 時間・ 回数） について【 設問４ ～６ 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ いずれの項目も 、 約 90％の受講者が「 ちょ う どよい」 と 回答し ている。  

ただし 「 講義の回数」 については「 少ない」 と の意見が 9. 0％、「 開始時刻」 については「 早

い」 と の意見が 6. 2％ある。  

 
＜考察＞ 

・「 講義の回数が少ない」 と の意見が 9. 0％あるこ と から 、 学ぶ意欲の高さ がう かがえる。  
 なお、 講義時間・ 回数と も に概ね「 ちょ う どよい」 と の意見であっ たこ と から 、 来年度も 現状維持

と し たい。  
・ 開始時刻についても 概ね「 ちょ う どよい」 と の意見であっ たこ と から 、来年度も 現状維持と し たい。

一方で、「 早い」 と 感じ ている受講者が、 昨年から 引き続き一定数いるこ と に留意し 、 今後も アンケ
ート 項目に入れて意見を探り たい。  

 
 

４ . 現在の講義時間 
ア: 長い イ : 短い ウ: ち ょ う どよ い 無回答 

4. 1％ 1. 9％ 93. 5％ 0. 5％ 

５ . 講義の回数 
ア: 多い イ : 少ない ウ: ち ょ う どよい  無回答 

1. 3％ 9. 0％ 88. 1％ 1. 6％ 

６ . 講義の開始時刻 
ア: 早い イ : 遅い ウ: ち ょ う どよい  無回答 

6. 2%  1. 6％ 87. 6％ 4. 5％ 

4.1 

1.3 

6.2 

1.9 

9.0 

1.6 

93. 5 

88. 1 

87. 6 

0.5 

1.6 

4.5 

４ . 現在の講義時間

５ . 講義の回数

６ . 講義の開始時刻

ア イ ウ エ

R４  

45.9%

34.3%

13.6%

2.1%
4.1%

ア:1コ ース

イ :2コ ース

ウ:3コ ース

エ:4コ ース

無回答

R５  
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（ ３ ） 受講コ ースの評価（ 内容等） について【 設問７ ～９ 】  
 

  
 

 ●自由記述（ 一部抜粋）  

・「 満足」「 やや満足」 と 回答し た割合が、「 ７ . 講義内容について」 は 93. 9％、「 ８ . 講師の説

明、 指導について」 は 94. 0％、「 ９ . 講座の雰囲気について」 は 92. 9％と いずれも 肯定的で

ある。  

・ 自由記述では、 数名の人が、 受講者のマナー違反（ 私語等） を指摘し ている。  

 
＜考察＞ 

・ コ ース・ 講座によっ て差はあるが、 概ね受講者のニーズにあっ た講義が展開さ れており 、 それが継続
し て市民大学を受講する人の数に表れている。  

・ 自由記述から 、「 分かり やすい説明や資料」「 質問時間の設定」 への一定数の要望がある。 さ ら に魅力
ある講義と なるよう に、 講師の方々に受講者の要望を伝えていく 。  

・ 携帯電話や私語については、 こ れまでも 注意喚起を行っ ていると こ ろではあるが、 受講者の学習意欲
を妨げないよう 、 引き続き注意喚起し ていく 。  

 
 

 

 

 

区 分 内 容 

７ . 講義内容につい

て 

・ 毎回含蓄のある内容であり 楽し ませても ら っ た。  

・ こ れまで点と し て知っ ていたこ と が、 歴史的に線と し て結び付き 、 新

し く 視野が広がっ た。  

・ 講師の話は、 分かり 易い表現で楽し いが、 高度なレベルで理解できな

い時がある。  

・ 学習テーマの基礎について、 も う 少し 時間をかけてほし い。  

・ 学習テーマと 、 講義内容の関連性に疑問がある。  

８ . 講師の説明・ 指

導について 

・ 講師の情熱が伝わる講義だっ た。  

・ 講師の話が楽し い。  

・ 講師の説明が分かり 易く てよい。  

・ 耳が遠く なっ たので早口、 小声は聞き と り づら い。  

・ 説明の時間を 短く 、 実習の時間にまわし てほし い。  

・ 各講義に資料がないこ と も あるので資料を最低１ 枚はお願いし たい。  

・ 時々でよいので、 質問や意見交流の時間がほし い。  

９ . 講座の雰囲気に 

ついて 

・ 大変雰囲気が良く 毎回楽し く 受講出来た。  

・ 携帯電話のマナー、 おし ゃ べり マナーが悪い。  

 

7; 講義内容について 

 

8; 講師の説明、 指導について 

 

9: 講座の雰囲気について 
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（ ４ ） 受講し た成果について【 設問 10～13】  
 

●自由記述（ 一部抜粋）  

・「 10. 学ぶこ と の楽し さ を 味わう こ と ができ た」 は、 91. 5％が概ね肯定的な回答であり 、 例

年並みである。  

・「 11. 他の受講者と の交流が広がっ た」 の否定的な回答は 62. 8％であり 、 例年並みである。

特に座学中心のコ ースにおいて否定的な回答が多く 、 自由記述にも 、 受講者間の接点の無

さ を 指摘する声が多い。  

・「 12. 学習内容を 自主的に学んでいる」 は、 59. 4％が肯定的な回答であり 、 昨年度より 1. 8％

増と なっ た。  

・「 13. こ のコ ースをも う 一度受講し たい」 は、 肯定的な回答が 80. 3％を 占めており 、 昨年度よ

り 2. 6%の増である。  

 

区 分 内 容 

10. 学ぶ楽し さ について 

・ 作品が出来ていく のが楽し い。  

・ 自由に作ら せても ら い、 皆さ んの作品を 見てどんどん創作意欲が高ま

り こ のく ら いの人数がちょ う ど良い。  

・ と ても 楽し く 制作でき て大満足である。  

・ 古典は、 敷居が高いイ メ ージであっ たが、 講師のお話が分かり 易く 、

有意義な講義だと 満足し ている。  

・ 講師は日本人も いるが、 外国人は日本語で楽し く 解説さ れるのがおも

し ろ かっ た。  

11. 他の受講者と の交流 

について 

・ テーマを確定し 、 意見交換の機会を設けてほし い。  

・ 受講後に講師を交えた話し 合いの場を作れば、 交流が広がるのではな

いか。 （ 雑談会）  

・ 席についたら 最後まで、 他の人と 会話するこ と はあまり ない。  

・ 元々、 受講のみが目的で、 交流を望んでいない。  

12. 自主的な学習につい 

  て 

・ 初めて受講し て、 知ら ない事を 自分で調べるのが楽し かっ た。  

・ 講義がき っ かけで漢字に興味がわき 、 漢字検定を 受験し ３ 級と 準２ 級

に合格し た。  

・ 講義をき っ かけに、 図書館で落窪物語を 借り た。  

13. 同コ ースの再受講に 

ついて 

・ 交通手段に不都合がない限り 、 継続し て受講し たい。  

・ 講義により 、 も う 一度受講し たいも のも ある。  

・ 全項目を受講でき なかっ たので、 次年度があれば補講と し て受講し た

い。  

 

10; 学ぶ楽し さ を味わう こ と ができた 

 
 

11; 他の受講者と の交流が広がっ た 

 

 

12; 学習内容を自主的に学んでいる 

 

13; こ のコ ースをも う 一度受講し たい 
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＜考察＞ 

・ 91. 5％の受講者が学ぶ楽し さ を感じ ているほか、 自主的な学習については、 肯定的な回答が
昨年より 増加し ており 、 生涯学習を推進する場と し て、 その役割を一定程度果たせているも  
のと 考える。  

・ 他の受講者と の交流については、 62. 8%の受講者が否定的な回答である。 特に座学による講義
は、 受講者同士の関わり が少ないこ と 等から 、 今後も こ の傾向は続く も のと 考える。  

一方、「 意見交換の機会を設けてほし い」 等の意見も あり 、 受講者同士の関わり や、 講師と 受
講者と の双方向の関わり も 検討する必要がある。  

・ コ ース再受講については、 肯定的な回答が 80. 3％を占めた。 ただし 、 コ ースにより 割合は
大き く 異なる。 同じ コ ースの再受講が必ずし も 良いわけではないが、 コ ースの満足度を推し
量る 指標と し て、 今後のコ ース・ 講義内容を検討する際に考慮し ていく 。  

 

  

 

（ ５ ） コ ース全般について【 設問 14： 自由記述】（ 一部抜粋）  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

区 分 内 容 

感想 

全般 

・ 人なかに出る機会を 楽し んでいる。  

・ 一人暮ら し なので、 受講で気分がよく なる毎日である。  

・ 高齢になっ て学べるこ と がう れし い。 生き がいの一つである。  

・ 自分の生き 方の参考にし ている。  

・ 大学教授から 、 直接専門的な話が聴ける貴重な場てあっ た。  

・ 身近なテーマであり 、 実生活に大いに役立つ。  

・ 同じ コ ースでも 、 受講するたびに新し い発見がある。  

・ 学ぶこ と の楽し さ を 知っ た。  

・ 久し ぶり に学生時代に戻っ た感があり 、 良かっ た。  

郷土 

・ 新聞などにも 記載さ れていれば、 読むよう になっ た。  

・ 郷土の歴史を学ぶこ と で愛着がより 強く なっ た。  

・ 富山について知ら なかっ たこ と がたく さ んあっ て楽し い。  

・ 全く 知ら なかっ た富山の歴史の一端を知るこ と ができ 、 あら ためて日本

の歴史に結び付けて楽し める受講と なっ た。  

健康 

・ 栄養のバラ ンスに気を 付けるこ と や健康に繋がるお話があり 、 分かり 易

い。  

・ 健康について色々な面から 知識を得るこ と ができ 、 大変勉強になっ た。  

・ 歩いたり 体を動かし たり する大切さ が良く 分かり まし た。  

・ 頭を使っ て考えるこ と が少なく なっ てき ていたので、 よい刺激になっ

た。  

・ 年と 共に頭の回転が鈍っ てきている。 カ ツを 入れる良いチャ ンス。  

交流 

・ 他の受講者と 親し く 楽し く 学ぶこ と ができ た。  

・ 受講者と の交流が広がり 、 市民大学祭の発表の機会が励みになる。  

・ 皆さ んの俳句を読ませていただく のが楽し みになり まし た。  

意 見 ・ 駐車料金が高い。  

要 望 ・ 質問タ イ ムを作っ てほし い。  
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（ ６ ） 市民大学全般について【 設問 15～24】  回答数( 裏面) 914 名 

「15．開設コース・学習内容等の情報取得手段」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「16．受講の動機」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜考察等＞ 

・ 市民大学の情報取得手段と し ては、 例年どおり 「 広報と やま」 が約 80％を占め、 最も 多い。  

・ 富山市ホームページを情報取得手段と する割合が、 昨年より 約２ ％減少し た。  

・ 引き続き、「 広報と やま」 での周知を継続すると と も に、 ホームページの充実に努めたい。  

(% ) 

80.9

16.2

11.8

2.8

0.2

3.1

78.9

18.2

10

2.2

0.8

4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

広報と やま

富山市ホームページ

友人・ 知人

地区センタ ー等

ラ ジオ・ テレビ

その他

R5

R4

＜考察等＞ 

・「 コ ース内容に関心がある」 が最も 多い。 次いで、「 余暇を有意義に過ごし たい」「 も のの見方・ 考え方を
広げたい」 と なっ ており 、 例年どおり の傾向である。  

・ 次に「 受講料が安価である」「 講義会場が通いやすい」 等、 物理的な動機も 例年どおり 多い。  

・「 毎年受講し ているから 」 が、 17. 6%を占め、 市民大学が生活の一部になっ ているこ と が分かる。  

・ 昨年度設けた項目「 人間関係を広げたい」 は 5. 8％にと どまり 、 市民大学において交流を求める受講者
が、 昨年同様に少ないこ と が分かる。  

・ 新たに設けた項目「 大学祭を見て興味が沸いたから 」 が 1. 2％にと どまり 、 大学祭の効果が少ないこ と
が分かる。  

・ 新たな知識の獲得等、 余暇を有意義に過ごすこ と が主な目的で、 交流が目的の受講者は少ない状況であ
る。  

66.3 

53.2 

39.2 

32.4 

20.9 

17.6 

16.0 

8.0 

7.2 

5.8 

3.7 

1.2 

1.2 

64.5 

52.0 

36.2 

30.6 

21.8 

22.9 

16.6 

9.8 

7.0 

6.5 

4.9 

1.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

コ ース内容に関心がある

余暇を 有意義に過ごし たい

も のの見方、 考え方を広げたい

受講料が安価である

講義会場が通いやすい

毎年受講し ているから

講師に魅力を感じ た

他の講座にも 興味が沸いた

友人・ 知人に誘われた

人間関係を 広げたい

地域社会の活動や自分の活動に生かし たい

大学祭を見て興味が沸いたから

その他

R5

R4

裏面回答者 914 人に対する割合 

裏面回答者 914 人に対する割合 
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「17．講義会場へ来場する際の主な交通手段」について 

 

 

 

 

 

「18．市民大学で学んでよかったと思うこと」について 

 

 

 

 

 

「19．市民大学に今後期待すること」について 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.9 

39.1 

15.4 

10.8 

45.4 

36.4 

15.6 

14.0 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

自家用車

公共交通機関

徒歩

自転車

R5

R4

＜考察等＞ 

・ 自家用車が 43. 9％、 公共交通機関が 39. 1％で、 自家用車が最も 多いと はいえ、 公共交通機関の利用も 多
く 、 公共交通機関を利用し た「 まちなか」 へのお出かけ促進を図る富山市の政策に資する事業の一つと
なっ ていると 考える。  

＜考察等＞ 

・ 77. 4％の受講者が、「 自分の人生をより 豊かにし ている」 と 回答し ている。  

・ 次の「 健康維持・ 増進に役立つ」 は 36. 1％を占め、「 リ ズム体操」 や「 100 歳まで歩こ う 」 など実際に体
を動かすコ ースに加え、「 健康生活の知恵」「 楽し い脳ト レーニング」 等、 健康に関する様々な分野の講
座があるこ と が理由の一つと 考える。  

・ また「 14. 自由記述」 に見ら れた、 講義に参加するために「 人なかに出る」「 他の受講者と 交流する」 こ
と が、 健康維持・ 増進に繋がっ ているこ と も 推察する。  

＜考察等＞ 

・「 基礎的でわかり やすい講義の提供」 が 57. 8％を占め、 最も 要望が多い。  

・「 質の高い、 充実し た講義の提供」 は 43. 7％を占めており 、 例年どおり 要望が多く 、 いずれの受講者に
も 共通する。  

・ 一方で、「 専門性の高い講義の提供」 が 20. 7％と 一定数を占める。  

・「 質の高い、 充実し た講義の提供」 に努めるこ と を基本に、 市民ニーズに合っ たコ ース・ 講義の提供に努
める。  

(% ) 

(% ) 

(% ) 

57.8 

43.7 

20.7 

15.3 

14.4 

7.0 

56.6 

49.7 

20.7 

16.9 

14.4 

8.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

基礎的で分かり やすい講義の提供

質の高い、 充実し た講義の提供

専門性の高い講義の提供

他では実施し ていない講義の提供

人間関係が広がる講義の提供

その他

R5

R4

77.4 

36.1 

25.7 

3.7 

2.1 

2.6 

76.6 

39.0 

21.6 

4.9 

1.7 

3.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自分の人生を よ り 豊かにし ている

自分の健康の維持・ 増進に役

立っ ている

家庭・ 日常生活に生かし ている

地域活動やサーク ル活動、 ボラ

ン ティ ア活動等に生かし ている

分から ない

その他

R5

R4

(% ) 

裏面回答者 914 人に対する割合 

(% ) 

裏面回答者 914 人に対する割合 

裏面回答者 914 人に対する割合 
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「20～21．富山市民大学祭」について 

  

「22～24．デジタル環境」について   

 

 

７  アンケート 全般について（ 考察）  

・ 限ら れた人員で多彩なコ ースを 同時進行で行っ ており 、 コ ース増などは容易ではない現状だが

定員の充足率を 指標と し て、 さ ら に市民ニーズに応じ た多彩なコ ース開設や講師選定に努める

また、 継続受講や他のコ ースも 受講し てみたいと 思う 受講者は相当数おり 、 引き 続き 満足度を

高める工夫をするこ と が求めら れる。  

・ 市民大学を 知ら ない方に周知を 行い、 新規の受講者獲得に努めるこ と が重要である 。 そのた

に、 市広報を はじ め、 大学祭や特別講義、 特別講演会の周知の仕方を 今以上に工夫し 、 受講者

数の増に努める。  

 

 

 

設 問 ア: はい イ : いいえ 無回答 

20 こ れまでに、 大学祭へ来たこ と があ

るか。  
55. 4％ 42. 0％ 2. 6％ 

21. 自分の学習成果を 発表し たいか。

( 作品展示、 ステージ発表等)  
15. 4％ 74. 9％ 9. 6％ 

設 問 ア 自分ででき る 
イ , 家族等に教えて

も ら えばできる 
ウ, スマホ・ パソ コ ン

は使えない 無回答 

22.市民学習センターのホームページから

市民大学の申込書をダウンロードできる 
49. 6％ 25. 2％ 20. 4％ 4. 9％ 

23.スマホやパソコンからイベント等の申込 

ができる。または、したことがある。 
48. 5％ 26. 9％ 19. 7％ 4. 8％ 

２４.スマホを使ってキャッシュレス決済を利

用できる。 
38. 9％ 20. 5％ 34. 8％ 5. 8％ 

＜考察等＞ 

・ 昨年度、 受講手続き等のデジタ ル化の可能性を探るために調査し たと こ ろ 、 60％以上の受講者は、 普段

から デジタ ル機器を活用し ているこ と が判明し た。 その結果を踏まえて、 今回はデジタ ル機器の活用の

仕方に関し て、 新たに設けた設問である。  

・「 市民学習センタ ーのホームページから 市民大学の申込書をダウンロード できる」 「 スマホやパソ コ ンか

ら イ ベント 等の申込ができる。 または、 し たこ と がある」 は、 約 50%が「 自分ででき る」 と 回答し た。

「 家族等に教えても ら っ たら できる」 を加えると 約 75%を占める。  

・ 「 スマホを使っ てキャ ッ シュ レス決済を利用できる」 に対し て、 38. 9%が「 自分でできる」 と 回答し たが、

34. 8%が「 スマホ・ パソ コ ンは使えない」 と 回答し ている。  

・ 利便性向上のため、 デジタ ル化について検討し ていく 。  

 

＜考察等＞ 

・ 今回、 新たに設けた設問である。  

・ 55. 4％が「 大学祭へ来たこ と がある」 と 回答し ている一方、42. 0%が「 来たこ と がない」 と 回答し ている。

受講者が参加し たく なるよう 今まで以上に働き掛けると と も に、 こ れまで以上に市民への広報活動に努

める。  

・「 自分の学習成果を発表し たいか」 に対し て、 74. 9%が否定的に回答し ている。 講義への満足度は高いが、

「 発表」 への意欲にはつながっ ていない。  
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   受講コース名

※　富山市民大学運営の参考にするため、以下のアンケートにご協力をお願いします。

● 受講経験等について

1

2

3

● このコースの時間・回数等について

4 現在の講義時間（休憩を含み１２０分など）

5 講義の回数（１０回・１５回など）

6 講義の開始時刻

● このコースの内容等

7 講義内容について

8 講師の説明、指導について

9 講座の雰囲気について

自
由
記
述

※　質問７～９についてご意見がありましたら、ご記入ください。

10 学ぶ楽しさを味わうことができた

11 他の受講者との交流が広がった

12 学習内容を自主的に学んでいる

13

自
由
記
述

※　質問１０～１３についてご意見がありましたら、ご記入ください。

●

裏面に続く

このコースをもう一度受講したい 4 3 2 1

このコースを受講しての感想をお書きください。（自由記述）

14

4 3 2 1

4 3 2 1

4 3 2 1

ア　多い   イ　少ない ウ　ちょうどよい

4 3 2 1

●　このコースを受講した成果

質　　　　問　　　　項　　　目
評　　価　　欄

あてはまる
やや

あてはまる
あまり

あてはまらない
あてはまらない

4 3 2 1

4 3 2 1

ア　早い イ　遅い ウ　ちょうどよい

質　　　　問　　　　項　　　目
評　　価　　欄

満足 やや満足 やや不満 不満

令和５年度　富山市民大学に関するアンケート

　　　（該当する項目に〇を付けてください。）

市民大学の通算受講年数 ア　初めて    イ　２～３年   ウ　４～５年   エ　６～１０年   オ　１１年以上（　年）

 このコースの通算受講年数 ア　初めて    イ　２～３年   ウ　４～５年   エ　６～１０年   オ　１１年以上（　年）

ア　長い イ　短い ウ　ちょうどよい

今年度の受講数　 ア　１コース   イ　２コース   ウ　３コース   エ　４コース以上 （　　 　コース）
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●

　ア　広報とやま

●

　キ  人間関係を広げたい

サ　毎年受講しているから

　ス  その他（ ）

●

 ア　徒歩   イ 自転車

 エ　公共交通機関   オ

 ア　　自分の人生をより豊かにしている

 イ　　家庭・日常生活に生かしている

 ウ　　自分の健康の維持・増進に役立っている

 エ　　地域活動やサークル活動、ボランティア活動等に生かしている

 オ　　分からない

●

 ウ 　 基礎的で分かりやすい講座の提供

 エ　　人間関係が広がる講座の提供

 オ　  他では実施していない講座の提供　

●

20

21

●

22

23

24
ウ  できない
   (スマホを持っていない)

※　ご協力ありがとうございました。

これまでに、大学祭をご覧になったことがありますか。

市民大学で、ご自身の学習成果を発表したいと思いますか。(作品展示やステージ発表等)  ア　はい イ　いいえ

デジタル環境について　（該当するものに〇を付けてください。）

ウ  スマホ・パソコ
     ンは使えない

ウ  スマホ・パソコ
     ンは使えない

ア 自分でできる
イ   家族等に教えてもら
     えればできる

ア 自分でできる
イ   家族等に教えてもら
     えればできる

ア 自分でできる
イ   家族等に教えてもら
     えればできる

市民学習センターのホームページから市民大
学の申込書をダウンロードできますか。

スマホやパソコンからイベント等の申込ができ
ますか。または、したことがありますか。

スマホを使ってキャッシュレス決済を利用する
ことができますか。

富山市民大学祭について　（該当するものに〇を付けてください。）

 ア　はい イ　いいえ

18

市民大学に今後期待すること　（該当するものすべてに○を付けてください。）　　　　

19

 ア　　質の高い、充実した講座の提供　　        カ 　 その他　（具体的に書いてください。）　　　

 イ　　専門性の高い講座の提供

 カ　　その他 (                                                                                                             )

　コ　他の講座にも興味が沸いた

 シ  大学祭を見て興味が沸いた

講座会場へ来場する際の主な交通手段　（該当するもの〇を付けてください。）

17
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●　市民大学で学んでよかったと思うこと　（該当するものすべてに○を付けてください。）

受講の動機　（該当するものすべてに〇を付けてください。）

16

 ア　ものの見方、考え方を広げたい   イ   コースの内容に関心がある ウ　講師に魅力を感じた

 エ　余暇を有意義に過ごしたい 　オ  学習したことを地域社会の活動や自分の活動に生かしたい

 カ　友人・知人に誘われた ク　受講料が安価である

 ケ　講義会場まで通いやすい

ウ  自家用車

15
  イ　富山市ホームページ ウ　ラジオ・テレビ

  オ　友人・知人 カ　その他(                                  )

  ここからは、一人１回の回答となります。
  他のコースで記入された方は、回答されなくて結構です。

今年度の開設コース及び学習内容を知った方法　（該当するものすべてに〇を付けてください。）

　エ　地区センター等
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